
　

夏
真
っ
盛
り
、
冷
や
し
た
ト
マ
ト
が
美
味
し
く
て
、

つ
い
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
お
盆
に
な
っ
た
ら

ご
先
祖
様
に
感
謝
し
て
、
一
緒
に
い
た
だ
き
ま
す
。

☆
　
　
　
　
☆
　
　
　
　
☆
　
　
　
　
☆
　
　

◆
亀
倉
雄
策
展
を
見
て

　

亀
倉
雄
策
と
い
え
ば
、
東
京
五
輪
公
式
ポ
ス
タ
ー

の
デ
ザ
イ
ン
が
有
名
で
す
。
生
ま
れ
は
西
蒲
原
の
吉

田
村
、
い
ま
の
燕
市
。
そ
の
生
誕
百
年
を
記
念
し
た

回
顧
展
が
万
代
島
美
術
館
で
８
月
30
日
ま
で
開
催
中

で
す
。
日
帰
り
出
張
の
折
に
寄
っ
て
み
ま
し
た
。
明

治
ミ
ル
ク
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
懐
か
し
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ

が
彼
の
制
作
だ
っ
た
と
初
め
て
知
り
ま
し
た
が
、
第

一
書
房
と
の
関
わ
り
に
は
心
が
騒
ぎ
ま
し
た
。

　

出
雲
崎
出
身
の
長
谷
川
巳
之
吉
が
大
正
時
代
に
創

業
し
た
出
版
社
が
第
一
書
房
で
す
。
造
本
が
洒
落
て

い
て
、
惚
れ
惚
れ
す
る
書
籍
が
多
い
の
で
す
。
そ
の

一
冊
に
堀
口
大
學
が
訳
し
た
サ
ン
・
テ
ク
ジ
ュ
ペ
リ

の
『
夜
間
飛
行
』
が
あ
り
、
そ
れ
を
装
丁
し
た
の
が

亀
倉
で
、
彼
が
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
出
発
す
る
こ
と

に
な
っ
た
作
品
だ
っ
た
の
で
す
。
本
好
き
に
は
た
ま

ら
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
し
た
。（
館
長　

高
橋
良
一
）

◆
日
本
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
Ⅰ

　

毎
日
多
く
の
人
々
が
食
べ
て
い
る
納
豆
は
健
康
食

品
の
王
様
と
言
え
る
よ
う
だ
。
ま
ず
必
須
ア
ミ
ノ
酸

が
９
種
類
全
部
含
ま
れ
て
お
り
、
ア
ミ
ノ
酸
ス
コ
ア

が
１
０
０
と
い
う
。
さ
ら
に
栄
養
価
の
バ
ラ
ン
ス
が

良
く
、
タ
ン
パ
ク
質
、
食
物
繊
維
、
葉
酸
、
鉄
分
、

カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
、
ビ
タ

ミ
ン
B₂
、
B₆
、
Ｅ
、
Ｋ
を
含
む
。
加
え
て
、
納
豆
菌

に
よ
る
発
酵
で
ビ
タ
ミ
ン
類
が
増
量
し
て
い
る
。
特

に
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
は
大
量
に
増
え
て
い
る
そ
う
だ
。

　

大
豆
が
食
料
と
し
て
登
場
す
る
の
は
弥
生
時
代
と

い
う
。
煮
た
り
、
粉
に
し
て
食
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

煮
大
豆
と
藁
か
ら
偶
然
に
納
豆
が
生
ま
れ
る
可
能
性

は
高
い
。
各
地
に
伝
わ
る
納
豆
伝
説
も
偶
然
に
発
見

さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
平
安

時
代
に
は
麹
菌
を
発
酵
さ
せ
て
作
る
糸
を
引
か
な
い

「
寺
納
豆
」
が
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
は
納
豆
売
り

が
登
場
し
、
庶
民
の
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
た
よ
う

だ
。
明
治
38
年
に
は
東
京
農
科
大
学
の
沢
村
真
氏
が

納
豆
菌
を
発
見
し
、
そ
の
後
、
大
正
８
年
に
北
海
道

大
学
の
半
沢
洵
氏
が
清
潔
な
容
器
に
よ
る
製
造
法
を

確
立
し
、
大
量
生
産
に
入
っ
て
い
く
。
こ
ん
な
納
豆

の
底
力
を
ひ
も
と
い
て
み
た
い
。　
　
（
岡
西
英
孝
）　　
　
　
　
　
　

◆
八
海
山
夢
展

　

毎
年
恒
例
の
八
海
山
夢
展
、
今
年
も
開
催
い
た
し

ま
す
。
絵
画
・
書
道
・
写
真
・
水
石
・
俳
句
・
工
芸

の
６
部
門
、
約
１
４
０
点
が
出
展
さ
れ
ま
す
。
今
回

で
16
回
を
数
え
る
夢
展
は
、
実
行
委
員
会
が
中
心
と

な
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
出
展
者
の
選
定
や
、
展

示
の
準
備
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
（
左
の
写
真
）
の

作
成
な
ど
を
受
け
持
つ
、
縁
の
下
の
力
持
ち
的
存
在

り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

不
安
定
な
天
気
の
中
、
学
校
を
元
気
よ
く
出
発
し

た
和
太
鼓
部
だ
っ
た
の
で
す
が
、
雨
が
ポ
ツ
ポ
ツ

…
…
と
思
っ
て
い
た
ら
突
然
、
大
雨
に
！　

近
所
の

軒
先
を
お
借
り
し
て
し
ば
し
中
断
、
雨
宿
り
と
な
り

ま
し
た
。
あ
ま
り
の
激
し
い
降
り
方
に
、
コ
ー
ス
を

短
く
し
て
早
め
に
切
り
上
げ
る
か
も
し
れ
な
い
と
。

６
年
生
の
娘
た
ち
は
今
年
が
最
後
に
な
る
の
で
「
短

く
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
保
存
会
の
方
に
お
願
い

し
、
ち
ょ
う
ど
雨
宿
り
を
し
て
い
た
前
が
神
社
だ
っ

た
の
で
、
み
ん
な
で
神
様
に
手
を
合
わ
せ
た
そ
う
で

す
。
そ
し
て
30
分
後
、
や
っ
と
雨
は
上
が
り
、
最
後

ま
で
街
中
を
練
り
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
々
、
保
存
会
の
方
々
に
支
え
て
い
た
だ

き
、
そ
し
て
神
様
に
見
守
ら
れ
て
の
お
祭
り
。
今
年

も
印
象
深
い
最
高
の
お
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。
感
動

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
（
山
口
加
奈
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
禅
と
剣

　

座
禅
の
体
験
に
表
参
道
の
駅
を
降
り
、
曹
洞
宗
大

本
山
永
平
寺
別
院
・
長
谷
寺
を
下
見
に
行
っ
た
と
き

で
し
た
。
途
中
に
あ
る
根
津
美
術
館
を
訪
問
。
企
画

展
は
「
江
戸
の
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
」
と
銘
打
っ
た
刀
か

ら
印
籠
の
展
覧
会
で
し
た
。
そ
の
数
１
０
０
点
。

　

短
刀
、
脇
差
、
太
刀
―
―
そ
の
拵
こ
し
ら
えは

ゾ
ク
ゾ
ク
す

る
ほ
ど
の
鋭
さ
を
訴
え
か
け
て
き
ま
す
。
往
時
の
刀

鍛
冶
が
鉄
を
打
つ
響
き
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
ほ
ど

の
緊
張
感
で
す
。
そ
う
い
え
ば
、
剣
と
禅
の
教
え
を

説
い
た
日
本
を
代
表
す
る
剣
客
で
あ
り
論
客
で
あ
っ

た
故
・
井
上
義
彦
氏
は
、
そ
の
書
『
に
っ
ぽ
ん
人
の

心
を
磨
く
本
』
の
な
か
で
、
脇
差
と
い
う
の
は
切
腹

用
の
刀
で
、
侍
と
し
て
恥
を
か
い
た
と
き
に
自
決
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
教
え
て
い
ま
す
。
そ
の

刃
は
い
つ
も
、
自
分
を
向
い
て
い
る
の
で
す
。
同
時

に
、
人
は
死
を
感
じ
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
生
の
素

晴
ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
と
も
。

　

外
国
人
も
大
勢
見
に
来
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
魂
、

ま
す
ま
す
そ
の
輝
き
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
顧
問　

佐
藤
吉
昭
）

8
月
号
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で
す
。
実
行
委
員
が
い
な
け
れ
ば
、
八
海
山
夢
展
は

開
催
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
回
も
、
夢
展
「
美
の
ツ
ボ
」
と
い
う
関
連
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
が
、
こ
ち
ら
も
実
行
委
員
が
企

画
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
陶
芸
体
験
や
書
道
教
室
、

写
真
教
室
、
俳
句
実
作
会
な
ど
様
々
な
体
験
が
で
き

ま
す
。
夏
休
み
、
お
子
さ
ん
か
ら
も
ぜ
ひ
体
験
し
て

い
た
だ
き
た
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
実
行
委
員
と
気
軽

に
お
話
が
で
き
ま
す
の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
池
田
記
念
美
術
館

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　
（
広
田
か
お
り
）

◆
夏
の
あ
れ
こ
れ

　

夢
展
期
間
中
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
「
小
品

販
売
コ
ー
ナ
ー
」
に
は
、
絵
画
、
書
道
、
写
真
な
ど

の
作
品
に
加
え
て
、
新
た
に
工
芸
部
門
の
陶
器
や
染

物
、
木
工
品
な
ど
が
加
わ
り
ま
す
。
こ
の
小
品
販
売

は
毎
年
、「
書
斎
に
飾
っ
て
い
ま
す
」
や
「
居
間
に

掛
け
て
毎
日
眺
め
て
い
ま
す
」
な
ど
と
、
ご
購
入
の

お
客
様
に
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
と
き
に
は

「
大
事
に
し
ま
っ
た
ま
ま
」
と
い
う
声
も
…
…
。

　

夏
休
み
や
お
盆
の
帰
省
客
が
待
ち
遠
し
い
こ
の
頃
、

迎
え
る
準
備
の
一
つ
に
、
絵
や
写
真
を
飾
る
お
も
て

な
し
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
今
月
の
無
料
コ
ン
サ
ー
ト
「
音
を
楽
し
む

集
い
」
は
、
23
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら
フ
ォ
ー
ク

ソ
ン
グ
。
30
日
（
日
）
は
、
午
前
11
時
30
分
か
ら
フ

ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏
。
午
後
2
時
か
ら
は
ソ
プ

ラ
ノ
独
唱
と
ピ
ア
ノ
、
そ
し
て
、
昨
年
の
第
64
回
ヘ

レ
ン
・
ケ
ラ
ー
記
念
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
ピ
ア
ノ
部

門
で
2
位
に
な
っ
た
少
女
の
演
奏
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
素
敵
な
音
楽
で
夏
の
疲
れ
を
癒
し
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
良
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
夏
の
思
い
出
　
そ
の
①

　

夏
祭
り
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、
私

は
こ
の
日
が
く
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
何
故

か
と
言
う
と
、
某
小
学
校
の
和
太
鼓
部
の
お
披
露
目

が
あ
る
か
ら
な
の
で
す
。
毎
年
、
笛
や
太
鼓
で
お
祭



　
夢
展
に
工
芸
部
門
が
新
設
さ
れ
ま
し
た

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
山
　
仁

　

今
年
の
「
第
16
回　

八
海
山
夢
展
」
に
工
芸
部
門

（
陶
芸
・
木
工
・
染
色
）
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
狙
い
は
、
魚
沼
地
域
を
代
表
す
る
夢
展
を
、
今
後

長
く
続
け
て
ゆ
く
た
め
に
、
間
口
を
広
げ
、
よ
り
多

く
の
方
に
美
術
館
に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
す
。

そ
の
連
絡
役
・
お
手
伝
い
と
し
て
、
私
も
参
加
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

工
芸
部
門
の
出
展
者
は
、
関
係
者
や
美
術
館
と
も

相
談
し
、
十
日
町
市
を
も
含
む
エ
リ
ア
か
ら
、
陶
芸

は
塩
沢
で
備
前
焼
の
井
口
さ
ん
、
十
日
町
の
「
妻
有

焼
き
」
の
入
田
、
高
野
、
樋
口
さ
ん
、
そ
れ
に
浦
佐

の
私
、
木
工
は
浦
佐
の
鈴
木
さ
ん
、
染
色
は
十
日
町

か
ら
庭
野
、
星
名
、
徳
永
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

今
後
は
も
う
少
し
多
く
の
出
展
者
を
検
討
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
新
た
な
出
展
者
は
、
夢
展
を
良
い
発
表
・

ア
ピ
ー
ル
の
機
会
と
と
ら
え
、
長
く
夢
展
に
貢
献
で

き
る
よ
う
に
活
動
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
陶
工
房　

恕
庵
）

ゲ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー
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池田記念美術館　展覧会＆イベント情報
■第 16 回　八海山夢展
◎１階企画展示室・多目的ホール、2 階日本美術展示室　◎期間：8 月 1 日（土）～ 8 月 31 日（月）

地元の美術家を中心に、魚沼の風景や暮らしをテーマにした作品（絵画、書道、写真、水石、俳句、工芸）を約 140 点展示します。

■夢展《美のツボ》日程表

部　門 日　時 内　容
工　芸  8/7( 金 )　10：00 〜 12：00  陶芸体験教室　参加費 1,000 円 ( 材料費として )　定員 10 名　要申込み
書　道  8/8( 土 )　10：00 〜 12：00  臨書（半紙）「空海の風信帖を書く」　講師：佐藤海雲　書道用具各自持参　定員 20 名　要申込み　　
写　真  8/9( 日 )　13：00 〜 15：00  写真教室　講師：田辺千勝　デジタルカメラ各自持参　要申込み
絵　画  8/15( 土 )　9：00 〜 15：00  初心者絵画教室　画材各自持参　申込み不要　
俳　句  8/18( 火 ) 13：00 〜 16：00  八色の森公園周辺の俳句実作会
書　道  8/22( 土 ) 10：00 〜 12：00  出品作品の解説会と「色紙に好きな言葉を書く気軽なワークショップ」　書道用具不要　申込み不要
水　石  8/22( 土 ) 13：30 〜 15：30  展示石の解説　鑑賞方法や産地の説明

◎他の展示・イベント
■スポーツカード展示室／ベースボールカードに見る「温故知新」
◎ 2 階スポーツカード展示室　◎期間：4 月 18 日（土）〜 10 月中旬予定

「2015 ルーキーエディション」「ヒストリックコレクション 2015 〜思い出のユニフォーム〜」「プロ野
球 80 周年カード　投手編／打者編」などを展示します。新規カードも続々、追加します！

■池田音楽クラブ「音を楽しむ集い」　
8 月 23 日（日）14：00 〜　フォークソングの日
8 月 30 日（日）11：30 〜　フルートとピアノ　14：00 〜　ソプラノ独唱とピアノ　

　
池田記念美術館　南魚沼市浦佐５４９３－３　（八色の森公園内 )
ＴＥＬ ０２５－７８０－４０８０ ／ ＦＡＸ ０２５－７７７－３８１５

【開館時間】 ９：００～１７：００　（入館受付は１６：３０まで）　　
【入 館 料】 一般　５００円　　高校生以下無料          
【ホームページ】 http://www.ikedaart.jp 

【 8 月の休館日 】
※水曜日（5 日、12 日、19 日、26 日）
※ 31 日（月）は「八海山夢展」最終日のため 15 時閉館です

　　　　　　　　　

ショップ情報
「ONYONE のスポーツウェア」

美術館特価で販売中です！

■常設展（8 月、日本美術展示室は八海山夢展開催のため、お休みとなります）

「小泉八雲展示室」日本文化を深く愛した小泉八雲（ラフカディオ・ハーン）。小泉家秘蔵の資料
約 1500 点の中から、直筆原稿や公文書、家族との書簡などを展示しています。

「スポーツ文化展示室」野球、相撲、オリンピックを中心としたスポーツコレクション。草創期
の野球文化を知るユニフォームなど歴史的な展示品を見ることができます。　　　　　　　　

■光の記憶―南うおぬま地域映像アーカイブ―
◎１階企画展示室・多目的ホールほか　◎期間：9 月 4 日（金）～ 10 月 6 日（火）

文化庁の平成 27 年度「地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業」。南魚沼市・新潟大学人文
学部・池田記念美術館が連携し、展覧会、講演会、シンポジウムで地元の歴史を掘り起こします。
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浦佐西山の土を使った四方手桶


